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人口減少に伴う職員不足に対応し、行政サービスを維持・向上させるため、全職員を「次世代型行政人材」へとアップデートする計画を策定 
4つの人材区分を定義し、戦略的な採用とリスキリングを通じて「デジタルを前提とした行政運営」への転換を目指す 

4つの人材区別の役割と期待される行動 次世代型行政人材の裾野拡大に向けた戦略的アプローチ 

所属⾧ 

高度デジタル人材 

DX推進リーダー 

一般職員 

意思決定 

技術支援 

現場変革 

主体的な活用 

次世代型行政人材の 
行動特性レベル 

ITスキルだけでなく、行政の文脈
でデジタルを実践活用できる能力
を総合的に習得 

数値目標 
高度デジタル人材 

DX推進リーダー 

60人の
確保 

延べ983人
を育成 

確保と育成の両輪 
行政運営を支える 

次世代型行政人材の 
裾野拡大 

外部確保 内部育成 

高度デジタル人材の 
機動的確保 

実践的課題解決を通じた 
中核人材の重点育成 

デジタルリテラシー（Di-Lite）の確保 

 組織における知見の 
体系化と共有の推進 

 採用手法の見直し検討 

 社会人経験者採用の拡大 
 民間企業との連携協定等の活用 

 実装重視の育成 
 キャリア形成支援及び環境整備 

ITパスポート、G検定、DS検定の 
いずれか1つの試験に合格すること
を基本とする 

体系的リスキリング ICT枠社会人採用 
民間連携 

IT 
パスポート 

G検定 DS検定 

生成AIで作成 

大分県デジタル人材育成・確保計画（R8～R12の５ヵ年計画）の概要 

大分県人材育成・確保基本方針（R6～R10年度）との整合性を図りつつ、デジタル人材に焦点を当て、(1)デジタル技
術活用の組織的浸透、(2)行政機関のシステム運用等に必要な高度デジタル人材（専門人材）の計画的な育成・確保、
を実現するための指針として、デジタル政策課・人事課の協議の上策定した計画。

本計画の位置づけ

計画概要


